
島田中学校区 令和７年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

島田

R07 上島田小 上島田四丁目 島田駅前 交通
横断歩道やグリーン
ベルトの整備

600ｍ 8人

新

三井小 三井二丁目
県道８号線木の下橋～
三井橋区間

交通
舗装の修理
通学路表示の設置

1.5ｋｍ 27人

新

島田中 上島田四丁目
県道光玖珂線島田駅前
周辺

交通 横断歩道の設置 1.2ｋｍ 4人

新

3

県道光玖珂線
歩道、車道とも狭く、５cm～10ｃｍほどの段差がある。また、舗装の状態が悪
く、転倒のリスクが高くなっている。本線から分かれた側道があるため、その
道を通って登下校ができるよう横断歩道の設置等の整備をお願いしたい。

対策実施機関
学校

周南土木建築事務所
光警察署

対策内容
注意喚起
200ｍ南側に横断歩道があるなど基準上、横断歩道の設置は困難。危険個所に関する注意喚起のう
え、既存横断歩道の利用を推奨するとともに、道路拡幅計画による改善を待つ。

1

市道

電車の送り迎えの車が駅に進入する際、停止せずスピードを上げて通過す
る。保護者が安全確保のため立っているが、上下線ともに発車時刻が登校時
に重なっているため交通量が多く危険である。保護者からの要望もあがって
いる。

対策実施機関
学校

道路河川課、生活安全課
光警察署、JR西日本

対策内容
注意喚起
駅構内への横断歩道設置では車両と歩行者が輻輳する状況は解消されず、抜本的な対策とならない。
駅構内を経由する等の「通学路の変更」を含めた検討。

№

道路種別
道路名

危険箇所の状況
及び要望理由

参　　考
（距離,通学者数)

実施対策機関 対策内容 （対策済は青で着色）

2

県道徳山光線

路面の轍が深く、雨天時に大量の水がたまる。車が子どもの側をスピードを出
して走行するので、轍の水が勢いよく子どもにかかってしまう。そこを通って通
学する児童は、雨の度に全身びしょ濡れで登校しており、水がかかることで注
意が散漫になるうえ、顔や体に路面の水がかかることは衛生上の問題もあ

対策実施機関
学校

周南土木建築事務所
生活安全課

対策内容
注意喚起
現地確認の上、補修の要否や優先順位を検討。
繁茂した草による歩行障害については除草を検討。



浅江中学校区 令和７年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

浅江

R07
浅江小
浅江中

光ケ丘
旧光ケ丘高校正門からラ
イラック通りに出た丁字路

交通
・信号機の設置
・止まれの路面標示
・カーブミラーの設置

小300ｍ
中100ｍ

小120人
中300人

新

浅江小 和田町１番地先
和田町から丸山町に上る
ヒロダン前丁字路

交通
一時停止標識・路面
標示の設置

1.4ｋｍ 20人

新

2

市道

西部墓苑方向から丁字路に差し掛かった際、横断歩道脇が見えないため、歩
行者の存在が分からないにも関わらず、停止せずに通過する車が多く危険。
歩行者がいれば停車する必要があることを考えれば、不明な場合は一時停
止が必要。

対策実施機関
学校

光警察署
道路河川課

対策内容
注意喚起
T字路の直線側が優先道路であり、両側への規制は優先関係を不明確にするため困難。
横断歩行者妨害の取り締まり強化。

1

市道

旧光丘高校への工事車両の入構時間 と児童の登校時間が被っており、信号
やカーブミラーが不十分なため、接触する危険性がある。 また、浅江中学校
移転後は、教職員の通勤や生徒の送迎の車両と接触する可能性がある。 地
域住民や保護者からの要望あり。

対策実施機関
学校

光警察署
生活安全課

対策内容
注意喚起
既設の信号機付横断歩道が近接しており、対象横断歩道への信号機設置は困難。
路面標示やカーブミラーの設置は、学校敷地内であり、市の予算による整備を検討。
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大和中学校区 令和７年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

大和

R07 大和小 中岩田
中岩田公会堂付近交差
点

交通
横断歩道の設置
停止線の塗り替え

1.0ｋｍ 18人

新

大和小
大和中

岩田～塩田
県道６８号大和病院付
近～大和中学校付近

交通

安全対策
警ら活動
路側帯塗り替え
雑草駆除

小2.3ｋｍ
中350ｍ

小13人
中100人

再

2

県道６８号

本区間は４０ｋｍ制限であるが、依然スピード超過の車や横断歩道を止まらず
進む車が多い。岡原、共和に横断旗は設置頂いたが、引き続き安全対策や
警ら活動をお願いしたい。また、大和中先の拡幅未着手部分には歩道がな
く、路側帯の消失や雑草により危険性が依然高いままである。

対策実施機関
学校、光警察署

周南土木建築事務所
生活安全課

対策内容
注意喚起
移動式オービス等による取り締まりを継続・強化。
拡幅箇所については着手間近。路側帯の塗り替え等もあわせて実施。

1

市道
市道を周南広域農道側から小学校に向けて左側歩道を通り、本交差点を通
過する際、上島田方面から来る車等で交通量が多い中、横断歩道がないた
め横断時に危険。停止線も薄くなっている。

対策実施機関
学校

光警察署
生活安全課

対策内容
注意喚起
実勢交通量調査実施のうえ、具体的対策を策定する。
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